
氷ノ山の蛾類について ( 第二報 )

山 本 丸義

の採集結果を報告したが、 1955年もまた 8 月16-19日
本誌前号 (1955) に氷ノ山の蛾類について1954年夏 I81. Amphipyra corvina Motschulsky 

カラスヨトヲ

及び9 月23-25日の 2 図にわたり前年と金〈同様の方 1 82. Amphipyra pyramidea Linne νマガラス
法で氷ノ山に採集を行ったので、ことにその結果をま 183. Pe山 ea cyclica H a m p s o nνロテ y クロヨトク
とめて報告する。 9 月の場合は登る時から雨に悩まさ 1 84. CaUogonia virgo Treitschke 

l  ヲスムラサキクヲパれ、次の夜も低温に加えて風が出るという悪天候のた|I  85. Bryophlla leprosa Warren 
めに収監は10種に満たなかったが、 8 月にはかなりの| ィテモジキノコヨ F ク
成績をあげることができた。特に16日、夕方小さなタ 1 86. Triphaenop臨 lucil1a Butl.νロホνキνタヤガ
立の後で無風状態となり、遷くには霧が立ちこめたけ 5 0 0 3♀♀. 色彩搬に変化が刻、どの個体も
れども鰍灯への般の飛来は極めて多かった。ここに| 互に多少異っている。氷上郡では篠グ拳で採集してい
掲げる目録は第一殺にi朗日するものであるが、分布上| る。
注目を要するものが少くない。氷ノ山は蛾の産地とし 187. T向 haeno戸 is cinerescens Butl. 
て栂当に面白い節であって、更に調査を進める必要が| クスキνタヤガ
あるように恩われる。なお前年は 1頭も姿を見せなか| 前種に似ているが斑紋が淡〈、前麹第 1室に慕条が
った所のヤガ科のCatocalaの類が今回は数多く採集さ| 回らかである。 1 古採集したが、これは氷上郡からは
れた乙とが興味を引くが、 ζれは零節の進み方がずれ| 未知である。
ていたためであろうか。また余談ながら、 9 月24 ・25 I  88. M o m a  alpium Osbeck ゴマグシモ y
両日は雲薄く晴れ草原には日中もカシタ y の鳴声が絶 I89. M o m a  champa Moore キパラグシモ y
えず、草むらをー制す〈うと数頭^ っているとともあ '90. Acronycta incretata Hamps. 9  y ゴケシモν
った。
公文に先立ち、一節嬬広の同定並に助言の労をとら
れた井上箆・杉繁郎両氏に対して深く感謝する。

目録
各科ごとに種に附けた番号は便宜上第一報に続く一

連のものとする。また前報のものを引用する時はその
番号を用いてある。特記するもの以外はすべて 8 月の
採集品である。山麓地帯のものは含まない。

ARCTIIDAE ヒトリガ税
13. Miltochrista pulchra B ut1er 

ゴマダラベニゴケガ
N O C T U I D A E ヤガ税
( =  P H A L A E N I D A E )  

75. Chloridea assulta Guenee タパコガ
76. Agrotis dewitzi Graeser モy キヤガ
3 0 0 . 北海道には普通のようであるが木- 1 ' 1'1では山

地位である。
77. P o¥ia  go¥iath Oberthur ォォνモブ 3 ヨトク
1 0 . 本種も北方系のもので、前の穫と共にl呆下の

他の産地を知らない。
78. Eriopyga divergens Butl. コフタオピキヨトク
79. Cirphis flavostigma Bremer マダラキヨトク
80. Amphipyra erebina Butl. オオクスヅマガラス

91. Acronycta alni L. ハシノグシモ y
1 0 1♀. 京種は北国に普通のもので言ーロヅパま

で分布する。
92. Acronycta subpurpurea Matsumura 

クスムラサキグシモ y
1 0 . 北海道から記載された種で、多くないようで

ある。前の種と共に氷上郡からは未知である。
93. Prodenia litura Fabricius ノ、スモシヨトク
94. Hydroecia fortis Butl. ゴボクトガリヨ F ク
北固に普通の種であるが氷上郡からは米知である。
9 月23日夜雨の中を 1 0が地裁堂内の灯火に飛来し
た。
95. Dadica truncipennis Hamps. 

ヒメサピスジヨ F ク
96. Chasminodes cilia Staudinger ワススジギシガ
4 古古.

97. Chasminodes nervosa But1. クラギシガ
1 古2♀♀. 前種と共に米川lでは山地に産し、いず

れも氷上郡では採集していない。
98. Chasmina biplaga W a1ker コマルモ yνロガ
99. Stenoloba confusa Leech アミメコヤガ
100. L叩 lprothripa Iactaria Graes. 

コマパνロキノカワガ
101. B1enina senex ButL キノカワガ
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102. GabaJa argentata B utI. ハイイロ 9 :，;ガ
1回. Gelastocera duplicata Wileman 

カパイロ 9 :，;ガ
3  

104. Macrochthonia fervens B ut1. jJマブ 9 :，;ガ
105. Catocala patala Felder キνタパ
106. Catocala fraxini jezoensis Matsum. 

ムラサキνタバ
1 古. 大形の美しい蛾で、原種はヨーロツパに im

し、ジベ Pヤから北日本に分布する。筆者は長野県菅
平高原で採集したζとがある。
107 • Catocala rutha Wilem. ョνノキV タパ
白井忠治 (1953)関西蛾溺図説( 1 ) 、蝶と蛾 3 ( 4 )， 
25-28. 1911年ワイルマ Y により吉野山から得られた
1♀によって記載されたものである。その後は上記自
弁民により大峯山から報告されているだけの稀種であ

集した。
108. Catocala nubila Butl. ゴマジオキνタパ

る。
1ω. Catocala jonasi B ut1. ilヨナスキジタバ
1  ; ;示種も北海道・窓州、k 産しあまり多くない種

である。
110. Catocala dissimilis Brem. エゾジロジタパ
4 古念. 北海道には普通のようであるが窓州では山

地に産する。
上認の 5種はいずれも県下の他の産地を知らない。
111. Cocytodes coerulea Guen. フクラスズメ
112. Enmonodia vespertilio Fabr. カキパ
113. Speiredonia japonica Guen. トモエガ
114. Plusia peponis Fabr. ワ3 キシクヲノミ
115. Plusia pyropia B utJ. セアカキ y クヲノミ
116. Plusia pu1chrina Haworth アカフキ y クヲノミ
2 古古 .νぺ 3ヤからヨーロツバまで分布する美し

い種で、氷上郡からは未知である。
117.， Trisuloides caliginea Butl. コク只ベリヤガ
118. Sypna obscurata ButL ハガタクチパ
S. picta Butl. ジラフクチパに似るが、や L 大形で
斑紋には変異が多く、前麹に大形白斑をもつもの、路
線灰斑をもつもの、これを欠くもの等がある。比較
的少い種らしいが、今聞は 6 3 ♀♀を採集し
た。
119. Sypna hercuJes Butl. ヨコジマクチパ
1  

他の産地を知らない。
120. Erygia apicalis Guen. アカテ:，;i/タパ
121. Dinumma deponens W aJk， クスヅマガラス

122. ，Chrysorithrum amata Brem. et Grey 
カタモ y キνタパ

123. Blasticorhinus ussuriensis Brem. 
コクシモシクチパ

124. Oraesia Iata Butl. オ沈エグ 3パ
125. Pangrapta umbrosa ButL 

ジロモ y ツマキ Dアッパ
126. Pangrapta vasava Butl. 

ミツポジツマキ Dアッパ
127. Falcimala japonica ButL クロミツボνアッパ

L Y M A N T R I I D A E  ドクガ軍事
7. Arctornis L-nigrum Muller エルモ y ドクガ
8. Maimaia furva Leech クデグロマイマイ
9. Euproctis niphonis B ntJ. クロモ y ドクガ

SPHINGIDAE スズメガ税
3. Herse convolvuli L. エピガラスズメ
4. Meganoton scribae Austant 

エゾジモフ P スズメ
5. Hemaris fuciformis L. クロスキパホクジャク
6. Hemaris radians W aJk. スキパホヲグヤク
7. Theretra oJdenlandiae Fabr. セスジスズメ

E U P T E R O TlDA E  オピガ税
2. Apha hyalinata ButL スカνナy
京外I・九州の山地に産し比絞的稀な種である。地裁
堂附近の草原で静止している 1 古を採集した。県下に
他の産地を知らない。

N O T O D O N T I D A E  シャチホコガ税
( =  CERURIDAE) 

18. Stauropus fagi persimilis B utL vヤチホコガ
19. Nerice bipartita ButL ナカメジνヤデホヨ
1 ♀.本州、lでは山地性で多くない。県下、段ク峯で

採集したが氷上郡では朱知である。
20. Nadata splendita Oberth. 

ア;;l'セダカνヤデホコ
21. Melalopha anachoreta Fabr. 

ヅマアカνヤデホコ
22. Desn>eocraea pryeri Leech 

プライャνヤチホヨ

となる。幼虫はプナの漢を食すると云うから、県下で
の産地は限られよう。勿論氷上郡からは未知である。
23. Uropyia meticuJodina Oberth. 

ムラナキジヤデホコ
1 古. これもあまり多くない種であるが、柏原でも

採集している。
G E O M E T R I D A E  シヤクガ税

78. Ourapteryx nivea Butl. 
クスキツパメエダジヤタ

9 月に 1頭採集した。平地にも産する。
79. Thinopteryx de)ectans But1. 

ミヤマツパメエダνヤク
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80. Corymica specularia pryeri Butl. 
クゴシエダνヤク

81. Crypsicometa incertaria Leech 
ヅマキワスグロエダνヤク

82. Ennomos autumnaria nephotropa Prout 
キリパエダνヤク

3 ♀♀. 北国に普通の種であって、氷上郡からはま
だ採集されない。
83. Duliophyle agitata Butl. ヒロオピエダνヤク
「第一報」の (15) はオオ F ピエダνヤクである。

両種共に氷上郡にも産する。
84. Xandrames latiferaria Walk. 

タイワシヒロオピオオエダνヤク
京種は「タイワシJ の名を冠しているが、氷上郡に
も産し北海道まで分布する。
85. Alcis angulifera Butl. ナカヲスエダV ヤク
9 月に 1頭採集した守氷上郡にも稀でない。

86. Rhynchobapta cervinaria bilinea ta Leech 
ブタスジオエダνヤク

1 ♀. 京種は氷上郡からは未知である。
87. Lobogonodes erectaria Leedl 

キホソスジナミνヤク
88. G andaritis fixseni magnifica Prout 

キマダラオオナミ v ヤク
89. Lygris convergenata Brem. 

ヨコジマナミジヤク
90. Calleulype placida propinqua Butl. 

キベリ tノロナミジヤク
91. Acasis viretata Hubner レりオピオミνヤク
山地位で氷上郡からは未知である。

92. Sterrha foedata Butl. 
クロテY t ピヒメνヤク

93. Timandromorpha discolor enervata Inoue 
ノゴパアオジヤク

1  o. 九州から井上氏によって記載ーされた種であ
る。東京の高尾山でも採れている。氷上郡では1954年
5 月及び8 月に妙高山で4頭採集している。
94. Comibaena delicatior Warren 

クロモシアオvヤク
95. Geometra dieckmanni Graes. 

カギV ロスジアオジヤク
(17.) Ectropis albipunctata Inoue 

νロテシトピスジエダtノヤク
窓種は「第一報」において E. extersaria obscurior 
Staudinger V ロモy キエダνヤクとして記録したが、
その後弁上氏によって新種として記載された。 (1955)
産地は奥多摩・三峯山・熊ノ平・氷ノ山が記録され、

方より知られ日本来記録であった。弁上氏ーにより今回
記録された産地は高尾山・長野県発時苦・経井沢・福井
県大野湯・イ向者大山及び氷ノ山である。

U R A N I I D A E ツパメガ私
4. Epiplema cretacea Butl. スジνロブタオ
1♀. 氷上郡からは未知である。

L A S I O C A M P I D A E  カレハガ税
3. Eriogaster brevivenis Butl. ギシモ y カレノ、
15 o 古. 北海道及びホチトr. 四国の山地に麗し、氷上

郡では採集していない。色彩斑紋に変異が多い。
COCHLIDIONIDAE イラガ税

3. Kitanola uncula Stauding. マダライラガ
広E霊は1954年に採集した;J、形の種で、柏原にも産す
る。斑紋にや L 変異がある。

D R E P  A N L I D A E  カギパ軍基
9. Callicilix abraxata Butl. マダラカギパ
3 ♀♀. 北海道には普通のようである。県下の他の

産地を知らない。一見νヤクガのようである。
10. Hypsomadius insignis B ut1. アカワラカギパ

AEGERIIDAE スカシパガ税
1. Bembecia contracta Walk. セスジスカνパ
1  o  1♀. や L 大形のスカνパで氷上郡からは未知

である。
P Y R A L I D A E  メイガ私

1. Crocidophora evonoralis Walk. セスジノメイガ
以下いずれも1954年の採集による。
2. Syl1epte deficiens Moore νロハラノメイガ
3. Cataprosopus monstrosus Butl. 

マエグロトガリメイガ
4. Macalla amica Butl. オオフトメイガ
5. Macalla margarita Butl. ナカジロフ Fメイガ
6. Stericta atribasalis Hamps. ; f，、グロフトメイガ
前の種と共に氷上郡からは未知である。
本科の採集はまだ不充分である。
O R N E O D I D A E  ニジユウシトリパガ税

1. Orneodes japonica Matsum. 
ヤマトニジユクνt';1

9 月23日夜雨の中をかなり多く灯火に飛来した。特
異な麹形の小織である。氷上郡からは未知である。

【附記】
N O C T U I D A E ヤガ税

氷ノ山の 1 ♀く.22. Aug. 1954) は別模式揮広 (Allo- I  (2:.1.) Euplexia aur巴opuncta Hamps. 
type) となっている。筆者は 2 ♀♀を所持している。
(65.) Sterrha terpnaria Prout 

クロオピキヒメνヤク
; 雄は「第一報J においては( ? ) を附けて記録し
ておいたが、その後井上氏によって正式に記録せら
れ、また上記の和名がつけられた。従来はクスリー地

モシキアカガ; f， El tク
2 古古. 今回も採集した。山地位。

(30.) Harrisimemna marmorea Hamps. 
スギタニゴマケンモシ

llo o. 氷ノ山には少くないようである。♀がまだ
採れない。山地性。
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